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3月25Fl合同忍塁祭受付風釈於靖国神社

3
月
25
日
（
日
）

13
時
よ
り
硝
国
神
社
に
於
て、

第
六
回
合
同
慰
霊
祭
が
取
行
わ
れ
た
。
天
候
が
大
咲

心
紀
さ
れ
た
が
、
皆
さ
ん
の
梢
進
の
お
蔽
か
当
日
は

哨
れ
上
り
三
l

I
0名
を
越
す
方
々
の
参
拝
を
い
た
だ

、
,
;,

し

t祝
詞
に
続
い
て
、
竹
田
会
長
の
荘
重
な
祭
文
の
奏

心
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上
が
あ
リ
、

一
同
往
時
を
偲
び
粛
然
と
し
て
漿
を
正

し
た
。
小
川
徳
松
氏
の
特
攻
隊
顕
彰
の
詩
三
篇
が
吟

詠
さ
れ
、
ラ
ッ
パ

保
存
会
会
長
鈴
木
尚
枝
氏
以
下
四

名
の

「
国
の
鎮
め
」
が
吹
奏
さ
れ
、
終

っ
て
二
梯
団

に
別
れ
て
し
ず
し
ず
と
舛
殷
、
王
串
を
奉
莫
参
拝
を

終
っ
た
。

九
段
グ

ラ
ソ
ド
バ
レ
ス
に
移
動
、

特
攻
隊
に
関
す

る
往
時
の
実
＃
を
集
録
し
た
映
画
を
参
観
、
今
ほ
亡

き
i

宣
限
中
将
、
富
水
中
将
を
始
め
知
り
合
い
の
先

攻
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昭和59年 9月23日

合同愁芦祭れ会席ーヒ

鹿
児
島
県
特
操
会
々
長

医

学

博

士
前

田

竹田会長挨拶

第2号

し
た
。

制
空
権
の
喪
失
、
レ
ー
ダ
ー
網
の
不
備
が
原

肉
で
あ
っ
た
の
で
、
昭
和
十
八
年
六
月
陸
軍
で
は
遥

れ
ば
せ
な
が
ら
総
力
を
あ
げ
て
航
空
戦
力
の
拡
人
に

ふ
み
き
り
ま
し
た
。

高
度
の
科
学
技
術
を
駆
使
す
る
航
空
機
の
様
縦
に

は
高
い
素
要
を
必
要
と
す
る
の
で
、
大
学
専
問
学
校

卒
棠
者
、
在
学
者
か
ら
大
址
の
操
縦
要
員
を
採
用
し

本
日
は
本
観
音
幽
が
落
成
し
て
、
三
十
周
年
の
記
ま
し
た
。
勿
治
航
空
士
官
学
校
で
も
大
変
革
が
行
な

念
す
ぺ
き
日
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
期
に
始
め
て
緯
国
わ
れ
、
又
少
年
飛
行
兵
で
も
速
成
教
育
が
な
さ
れ
ま

出
身
特
攻
隊
且
の
ご
逍
族
を
、
特
操
会
並
び
に
知
屁
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
年
問
二
万
名
の
媒
縦
者
を

町
当
局
の
ご
好
意
で
ご
招
待
致
し
ま
し
た
。

投

成
し
、
航
空
大
拡
充
を
図
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

こ
こ
に
改
め
て
特
攻
隊
と
は
何
ん
で
あ

っ
た
か
、
が
、
米
軍
は
そ
れ
を
待
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
う
し
て
特
攻
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
わ
が
空
中
戦
士
逹
は
そ
の
技
且
迄
、
物
益
差
の
克

又
世
界
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
か
を
述
ぺ
て
み
た
服
を
、
体
当
り
に
求
め
ま
し
た。

航
空
大
拡
充
の
一

い

と

思

い

ま

す

。

年

の

遅

れ

が

、

後

に
大
品
の
特
攻
戦
死
者
を
牛
む
遠

陸
軍
だ
け
で
千
四
点
余
名
が
特
攻
隊
と
し
て
散
華

因
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
緒
戦
に
於
て
は
至
る

処

で

大

数

泣

に
於
て
格
段
の
差
、
技
術
に
於
て
も
柑
当
の

勝
、
国
民
ぱ
戦
勝
気
分
に
浸
り
、
軍
部
も
自
惚
れ
て
附
り
を
示
す
敵
に
対
処
す
る
に
は
如
何

に
す
ぺ
き

お
り
ま
し
た
。
然
し
欧
米
の
戦
線
が
終
末
に
近
づ
か
。
そ
こ
で
尽
忠
の
大
義
に
徹
す
る
非
常
戦
法
の
み

き
、
昭
和
十
七
年
秋
か
ら
連
合
軍
の
航
空
を
核
心
と
が
、

限
前
の
国
家
、
民
族
の
危
急
を
救
い
得
る
唯
i

す
る
猛
反
撃
の
前
に
、
昔
日
の
而
影
ほ
な
く
な
り
ま
の
道
で
あ
る
と
惑
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た。
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編集人
発行人 最上 貞札l

末

男

知
覧
特
攻
隊
追
悼
の
詞

潅
、
同
期
生
、
後
輩
の
政
後
の
油
姿
が
次
々
に
写
し
世
田
谷
餞
音
寺
住
職
太
川
賢
照
氏
の
献
杯
の
位
が

出
さ
れ
、

一
同
感
激
に
咽
ん
だ
。

終
り
、
会
食
懇
淡
に
移

っ
た
。
こ
の
間
ラ
ッ
パ

採
存

竹
田
会
長
、
佐
薙
、
寺
崎
、
秋
山
、
高
栖
副
会
長
会
の
皆
様
の
侠
か
し
い
勇
壮
な
ラ
ッ
・
ハ

吹

奏

が

あ

を
囲
ん
で
ご
遣
族
の
皆
様
の
氾
念
撮
影
が
あ
り
、
隣
り
、
又
61
期
藤
森
氏
の
兄
さ
ん
が

ニ
レ
ク

ト
ロ

ソ
で

の
懇
親
会
場
に
移
り
、
特
操
1
期
の
和
田
実
氏
の
司
軍
歌
や
ナ
ツ
メ

n
を
バ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
し
て

会
で
、
丸
旧
理
事
長
の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
竹
田
油
奏
し
て
下
さ
り
、
会
の
ム

ー
ド
を
一
段
と
引
立
て

会
長
の
挨
拶
、
遣
族
を
代
表
し
て
伊
舎
堂
用
八
氏
の
て
く
れ
た
。

懇
談
は
果
て
る
と
も
な
く
続
い
た
が
、

挨
拶
が
あ

っ
た
、
伊
舎
堂
氏
は
55
期
伊
舎
幽
用
久
氏
終
り
に
特
操
会
諸
氏
の
音
頭
で
「
海
ゆ
か
ば
」
と
「
同

の
甥
で
沖
縄
石
垣
島
よ
り
ご
家
族
一
二
名
で
遠
路
遥
々
期
の
桜
」
を
全
員
で
斉
屯
、
い
や
が
上
に
も
全
員

一

お
出
で
い
た
だ
き
、
あ
の
悲
惨
な
沖
縄
戦
を
思
い
浮
体
の
気
運
が
盛
上

っ
た
。

か
ぺ
切
々
た
る
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
•
I
n
J
深
い
惑
銘
定
刻

一
六
一―1
0、
寺
崎
副
会
長
の
閑
会
の
挨
拶
で

に

打

た

れ

た

。

又

来

年

の

再

会

を

約

し

会

を

閉

じ

た

。



昭和59年 9月23日 特 攻 （第2号）

い
。
私
共
は
戦
の
好
き
な
好
戦
者
で
は
な
尺

唯
私
さ
れ
た
の
か
。
諸
兄
は
全
国
民
の
熱
烈
な
支
持
、
期

都

城

特

攻

隊

慰

霊

祭

し．
）
、
ら
こ
そ
欣
然
と
死

4
月
6
日
宮
崎
県
都
城
市
に
あ
る
特
攻
隊
慰
党
碑

の
特
攻
で
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
が
救
わ
れ
、
国
が
護
待
、
瑚
敬
を
真
実
と
信
ん
企

t
ヵ

れ
る
な
ら
ば
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
当
時
の
偽
わ
ら
ん
で
征
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
多
く
の
若
者
を
死
な

々
前
に
於
て
厳
粛
盛
大
な
慰
銀
祭
が
取
行
わ
れ
た
。

ざ
る
我
々
の
気
持
で
あ
っ
た
。

し
て
か
ら
、
勝
手
な
、
無
責
任
な
論
を
吐
く
の
は
卑
特
攻
隊
慰
盤
販
彰
会
よ
り
副
会
長
秋
山
紋
次
郎
氏

し
て
、
如
何
劣
で
あ
り
、
断
じ
て
許
し
難
い
。

が
代
表
し
て
参
列
、
花
環
を
供
し
、
祭

文

を

捧

げ

こ
。

「
都
城
疾
風
特
攻
振
武
隊
」
の
著
者
で
あ
り
最

で
は
特
攻
隊
の
直
接
の
戦
果
は
別
に

初
よ
り
大
変
ご
尽
力
を

い
た
だ

い
て
い
る
、
特
攻
平

に
外
国
特
に
米
国
に
ど
ん
な
影
密
を
与
え
た
か
を
特
に
時
流
に
詔
ら
い
が
ち
な

一、

ス
コ
ミ
、
評
論
家

f

見
る
に
、
戦
後
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
米
国
の
戦
略
燦
や
文
化
人
と
称
す
る
楚
に
は
声
を
大
に
し
て
そ
れ
を
和
観
音
奉
賛
会
世
話
人
寺
井
俊

一
氏
も
毎
年
の
こ

撃
調
査
団
は
、
袢
攻
の
攻
撃
に
つ
い
て
次
の
如
く
評
申
し
上
げ
度
い
。

と
な
が
ら
今
年
も
遠
路
東
京
よ
り
ご
参
拝
を
い
た
だ

価
し
て
い
る
。

「
特
攻
隊
の
攻
撃
は
ゾ
ッ
と
す
る
よ
一
九
四
一
年
六
月
、
ド
イ
ツ
軍
の
猛
進
堅
を
阻
止
い
た
。

ベ・
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う
に
洟
く
、
効
果
的
で
、
あ
の
よ
う
な
戦
況
下
で
は
す
る
為
、
ド
イ
ッ
爆
致
機
及
び
機
甲
部
隊
に
体
当
り

X
ノ
、が
'
9
.
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改

を
敢
行
し
て
戦
死
し
た
八
名
の
ソ
連
採
縦
者
の
勇
名
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叉
強
烈
な
志
気
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揚

絶
大
な
実
用
価
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が
あ
っ

t
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a

&

し
て
事
実
上
唯
一
は
ソ
連
邦
英
雄
と
し
て
、
ソ
辿
で
さ
え
戦
史
に
載
せ

”

に
つ
な
が
り
米
軍
の
来
攻
に
対

碑

玄

！

公
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/
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の
効
果
あ
る
戦
法
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
a

ら
れ
て
い
る
。
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真

に

日
本
の
平
和
と
繁
栄
を
希
う
な
ら
、
祖
国
日

}
こ

＂ 

p
8
．ふ
i

中
で
も
少
年
飛
行
兵
の
平
均
十
八
歳
は
、
そ
j

攻

と
、
苓

"

木
の
為
若
く
し
て
悠
久
の
大
義
を
信
じ
て
敢
華
し
た

｀
『
．
念
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苓
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梵
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'
[
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特

玲

そ
汚
れ
な
き
清
ら
か
な
真
実
一
路
の
愛
国
心
の
権
化

凸□
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航
空
技
術
の
遅
れ
、
航
空
拡
充
の
遅
延
｀
更
に
は
航
ば
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

。

力

し

た

お

蔭

で

、

大

変

な

迫

害

を

加

え

ら

れ

、

新

の

一

f
し
心
i

.

t

空
用
兵
の
不
適
切
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
陸
軍
上
国
家
指
蕊
者
逹
の
過
失
の
累
積
に
よ

っ
て
、
我
が
み
消
の
ま
ま
や

っ
と
南
鮮
に
逃
が
れ
て
来
ら
れ
た
と

，

＝―1
「
―
―
―
,
'
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ど

特
攻
平
和
観
音
奉
賛
会
会
員

層
部
の
責
任
ほ
重
且
つ
大
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

国
は
破
減
の
淵
に
立
た
さ
れ
た
が
、
特
攻
隊
員
の
鋲
聞
き
ま
し
た
が
、
洵
に
申
し
訳
け
な
く
お
詫
ぴ
の
言

特
攻
隊
負
の
選
出
は
志
願
に
よ
っ
た
か
、
命
令
に

高

な
犠
牲
に
よ
っ
て
、
我
々
は
生
か
さ
れ
、
国
は
繁
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
城
大
尉
、
光
山
大
尉
ど
うッ
イ

ゆ
っ
く
り
母
国
の
言
葉
で
つ
も
る
話
を
し
て
い
た
だ

会

員

宮
崎

一
也
、
本
田
八
朗
、
金
JI祐
三
、

有
川
信
男
、

伊
豆
利
壮
、
関
口
秀
明
、
長
内
訛
治

と
っ
た
か
と
厳
し
く
糾
朋
し
て
、
特
攻
戦
法
を
非
人
栄
の
道
を
進
む
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

.）

、。

鈴
木
万
次
郎
、

道
的
と
し
て
鋭
く
追
求
す
る
論
者
が
い
る
が
、
あ
の
聘
い
命
を
捧
げ
た
厳
粛
な
事
実
を
真
正
面
か
ら
見
き
ナ
し

国
家
危
急
の
戦
況
、
異
常
な
迄
に
高
揚
さ
れ
た
国
民
な
い
で
、
変
な
角
度
か
ら
偏
見
を
加
え
て
、

戦

争

犯

あ

の

日
二
度
と
帰
ら
ぬ
壮
途
に
羽
ば
＇た
か
れ
た
神

終
身
会
員

原
四
郎
、
梶
山
勇
―

-、

原

鰊

夫

戦
惹
、
叉
世
界
の
参
戦
国
の
状
況
を
知
ら
な
い
馬
鹿
罪
者
と
同
一
視
し
た
よ
う
な
、
徒
ら
に
今
日
的
通
俗
駕
達
よ
、
今
日
も
又
開
聞
の
山
々
に
平
和
の
錐
が
こ
石
川
正
、
甲
斐
省
吾
、
苗
村
七
郎
、
山
下
吉
太
郎

越
智
泰
澄
、
鈴
木
祥
文
、
島
田
信
愛
、
横
尾
巴
知
雄

；

岡
部
惣
次
、
岸
本
茂
次
郎
、
曽
篠
武
、
井
対
喜
久
寿

げ
た
空
論
と
し
か
思
は
れ
ま
せ
ん
。
私
の
経
験
か
ら

論
で
、
反
戦
の
大
合
唱
に
迎
合
す
る
よ
う
な
安
易
な

だ

ま

し
て
い
ま
す
。

東

111修
二
、
小
林
公
―
-、

深
川

巌

中
川
鎖
之
助

す
れ
ば
、
先
ず
軍
医
に
な
る
こ
と
を
捨
て
、
航
空
隊
皮
相
な
言
葉
で
、
特
攻
を
云
々
す
る
の
は
許
さ
れ
な

永
久
に
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
し

を
志
願
し
た
時
か
ら
既
に
死
ぬ
覚
悟
で
あ
っ
た
。
上

い

。

林

貴

美

、

岩

田

正

孝

菅

原

道

之

、
塚
越
吉
衛
門

か
ら
の
命
令
だ
っ
た
の
か
、
知
ら
な
い
う
ち
に

昭

純

辰

已

栄

一
、

原

旧

昇

、
川
村
一
俊
、
，
山
本

武

(59
年
2
月
以
降
の
力
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

特
攻
豚
員
と
し
て
紺
成
式
に
列
し
た

記

憶

し

か

な
5月3日知党特攻平和誤音堂追悼式

(2) 

又
特
攻
の
諸
兄
は
欺
さ
れ
た
の
だ
と
言
う
者
も
い

る
。
欺
さ
れ
た
と
言
う
な
ら
当
時
の
国
民
全
部
に
欺

X 

X 

合

掌
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太
平
詐
戦
争
末
期
の
沖
縄
航
空
決
戦
は
、
体
当
り

牡
攻
に
す
べ
て
を
託
し
た
。
陸
茸
航
空
部
豚
も
悔
軍

の
指
揮
下
に
入
り
、
大
隅
半
島
の
中
ほ
ど
に
あ
る
鹿

犀
基
地
に
将
旗
が
あ
っ
た
。
南
九
州
の
各
特
攻
基
地

か
ら
、
多
く
の
若
者
た
ち
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
沖
細

へ
向

か
っ
て
飛
び
立
ち
、
死
者
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
今
年
で
三
十
八
年
、
鹿
屋
荼
地
は
い
ま

悔
上
自
衛
隊
の
第
一
線
基
地
と
な
り
第

一
航
空
群
と

よ
ば
れ
る
兵
力
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
ッ
ラ
ス
台
地

の
上
の
滑
走
路
は
変
り
な
く
東
西
に
走
り
、
当
時
の

掩
休
探
も
ま
だ
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。

基
地
の
北
側
に
あ
る
小
高
い
丘
の
上
に
は
、
特
攻

隊
慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
た
。
頂
上
に
お
か
れ
た
旭
の

倣
は
、
南
の
沖
縄
方
面
に
向
か
っ
て
翼
を
ひ
ろ
げ
て

い
る
。
鹿
屋
市
は
、
毎
春
、
塔
の
前
の
広
場
に
迫
族

を
招
き
、
鹿
屋
基
地
か
ら
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
約
九

F11
名
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る。

約
九
百
名
の
八
割
を
占
め
る
の
は
、
海
軍
随

一
の

枯
鋭
で
あ
っ
た
第
七
ニ
―
海
軍
航
空
隊
の
隊
員
た
ち

で
あ
る
。

こ
の
部
隊
は
「
神
雷
部
隊
」
と
も
よ
ば

れ
、
母
機
か
ら
投
下
さ
れ
る
人
聞
燥
弾
「
桜
花
」
を

主
兵
器
と
し
て
、
五
百
キ

ロ
燥
弾
や
二
百
キ
ロ
爆
弾

を
戦
闘
股
に
抱
か
せ
た
特
攻
機
も
併
用
し
て
い
た
。

茨
城
県
神
ノ
池
基
地
で
訓
錬
を
終
え
た
第
一
陣
が
、

神
山
部
隊
の
名
を
も

っ
て
鹿
屋
甚
地
に
進
出
す
る
。

内

藤

初

穂

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
ツ

ョ
ソ
作
家
）

特
攻
機
を
病
室
の
窓
か
ら

見
送
っ
た
男
が
遂
に
飛
び
立

っ
た

三
十
八
年
目
の
「
特
攻
」

出
撃

神
ノ
池
の
残
留
部
隊
は
「
竜
巻
部
隊
」
と
名
を
変
え
、

第
二
陣
以
下
を
神
指
部
隊
へ
送
り
だ
す
任
務
に
つ
い

•J

O f
 八
月
十
五
日
の
敗
戦
は
、
死
者
と
な
る
ぺ
く
し
て

な
ら
な
か

っ
た
神
雷
部
隊
隊
員
を
残
し
た
。
偶
然
に

生
を
返
さ
れ
た
彼
ら
は
、
毎
年
、
第

一
次
桜
花
攻
撃

隊
が
全
滅
し
た
三
月
二
十

一
日
を
き
め
て
靖
国
神
社

に
参
集
す
る

一
方、

鹿
屋
市
の
慰
霊
祭
に
も
代
表
を

送
り
、
花
を
捧
げ
て
、
亡
き
戦
友
の
慰
霊
を
つ
づ
け

て
い
る
。

鹿
屋
市
は
今
年
の
慰
霊
祭
を
四
月
八
日
と
し
た
。

神
雷
部
隊
生
存
隊
員
の
第
二
の
人
生
も
や
が
て
引
退

の
節
目
を
迎
え
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
生
と
死
と
の

は
ざ
ま
に
い
た
自
分
を
、
か

つ
て
の
現
地
で
見
な
お

そ
う
と
い
う
有
志
一――
十
名
が
、
全
国
各
地
か
ら
鹿
屈

に
集
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
El
参
列
す
る
逍
族
た

ち
に
は
、
ち
ょ
う
ど
出
版
さ
れ
た
私
の

『桜
花
ー
非

情
の
特
攻
兵
器
』
を
陪
る
と
い
う
。
私
は
箸
者
と
し

て、

辿
族
に
挨
拶
す
る
の
が
礼
倣
と
も
思
い、

束
京

班
の
一
員
に
加
え
て
も
ら
い
た
い
と
申
し
相
た
。
申

し
出
た
も
の
の
、
特
攻
隊
員
で
な
か
っ
た
私
ひ
と
り

が

一
行
か
ら
疎
外
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
不
安
も
な
く
は
な
か
っ
た
。

「
ど
う

っ
て
こ
と
は
な
い
で
す
よ
。
な
ん
た
ら
、
当

時
の
報
追
班
員
に
な
っ
た

つ
も
り
で
来
ら
れ
た
ら
」

幹
事
役
の
細
川
八
朗
氏
が
こ
と
も
な
げ
に
言
う。

彼
は
、
第
一
陣
と
し
て
鹿
屋
甚
地
に
進
出
し
た
予

備
士
官
二
十

一
名
の
な
か
で
一
人
だ
け
生
き
残
っ
た

と
い
う
人
物
で
、
私
の
取
材
に
は
と
く
に
力
を
つ
く

し
て
く
れ
た
。

ず
た
ず
た
に
な
っ
た
顔
面

慰
霊
祭
の
前
日
に
鹿
屋
へ

入
っ

た
一
行
は
、
そ
の

晩
、
宿
舎
で
浴
衣
府
に
く
つ
ろ
ぎ
、
焼
肘
の
宴
を
は

っ
た
。
細
川
氏
が
私
を
紹
介
し
、
つ
づ
い
て
分
隊
長

の一

人
だ
っ
た
梅
軍
兵
学
校
出
身
の
林
窃
士
夫
氏
に

乾
杯
の
音
頭
を
と
ら
せ
た
後
、

「
本
日
も

っ
と
も
う
れ
し
い
人
を
紹
介
し
主
す
。
神

み
ぐ
ら
い
つ
び
そ
・
9

ノ
池
で
私
と
同
じ
分
隊
に
い
た
味
ロ
一
飛
咄
で
す
」

と
、
席
の
中
ほ
ど
に
い
る

一
人
を
指
名
し
た
。

大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
旅
行
カ
バ
ソ
を
さ
け
た
味
ロ

氏
が
、

正
面
に
進
み
で
た
。

「
●
叫
軍
一
等
飛
行
兵
曹
味
口
正
明
で
あ
り
ま
す
。
四

国
か
ら
馳
せ
つ
け
ま
し
た
。
私
は
第

一
陣
で
出
撃
す

る
は
ず
で
あ
り
ま
し
た
が
、
桜
花
錬
習
機
に
よ
る
訓

錬
で
狽
傷
を
負
い
、

病
室
の
窓
か
ら
皆
さ
ま
を
乗
せ

た
母
機
を
見
送
り
ま
し
た
」

人
間
爆
弾
「
桜
花
」
は
、
い
わ
ば
今
の
空
対
艦
．
‘`

サ
イ
ル
の
誘
碑
装
協
を
人
間
に
お
き
か
え
た
も
の
と

思
え
ば
よ
い
。
母
機
か
ら
い
っ
た
ん
投
下
さ
れ
て
し

ま
え
ば
、
絶
対
に
生
還
の
可
能
性
は
な
い
。
そ
の
柑

空
降
下
速
度
は
、
器
地
ま
た
は
箔
水
の
安
全
値
を
は

る
か
に
越
え
て
い
る
。
特
攻
隊
員
は
、
頭
部
の
千
二

百
キ

ロ
煤
弾
と
と
も
に
燥
砕
す
る
し
か
な
い
の
だ
か

ら
、
も
ち
ろ
ん
実
機
を
そ
の
ま
ま
練
習
機
に
使
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
煤
弾
の
か
わ
り
に
パ
ラ
ス
ト
を

柄
み
、
着
陸
用
の
フ
ラ
ッ
プ
と
ソ
リ
と
を
つ
け
た
も

の
が
用
意
さ
れ
た
。
特
攻
隊
員
は
母
機
に
同
朔
し
て

商
度
＝
―-
千
メ
ー
ト
ル
ま
で
あ
が
り
、
こ
の
錬
習
機
に

屎
り
移
っ
て
突
き
落
さ
れ
る
。
速
度
二
五
〇
ノ
ッ
ト

の
滑
空
降
下
は
約
二
、

一一＿分
、

フ
ラ
ッ
プ
を

慟

か

せ
、
速
度

一
O
O
ノ
ッ

ト
で
消
陸
場
に
滑
り
こ
む
。

味
ロ

一
飛
暫
は
着
陸
の
進
路
を
誤
り
、
醤
陸
楊
わ

き
の
盛
土
に
ひ
っ

か
け
、

も
ん
ど
り
う
っ
た
。
頭
を

風
防
に
突
っ
こ
み
、
顔
而
を
ず
た
ず
た
に
裂
か
れ

た
。
左
脚
を
フ
ッ
ト
バ

ー
で
強
打
し
た
。
病
室
に
運

ぴ
こ
ま
れ
た
味
ロ

一
飛
前
日
の
意
識
は
、
な
か
な
か
回

復
し
な
か
っ
た
。
誰
も
が
今
晩
は
通
夜
だ
と
き
め
た

こ
ろ
に
、
や
っ

と
息
を
吹
き
か
え
し
た
。

額
の
傷
が
ど
う
に
か
お
さ
ま
っ
た
後
も
、
強
打
し

た
左
脚
の
予
後
が
か
ん
ば
し
く
な
か
っ
た
。
味
ロ
一

飛
曹
は
第
二
陣
以
降
か
ら
も
は
ず
さ
れ
、
け
っ
き
ょ

く
神
ノ
池
基
地
の
竜
巻
部
隊
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
、

終
戦
を
迎
え
た。

「
で
す
か
ら
、
今
厖
よ
う
や
く
宿
顧
を
果
し
て
、
皆

さ
ん
の
お
仲
問
に
な
れ
る
わ
け
で
す
」

味

口
氏
は
、
旅
行
ヵ
パ
ソ
の
チ
ャ
ッ
ク
を
も
ど
か

し
げ
に
は
ず
し
た
。
な
か
か
ら
引
き
だ
さ
れ
た

「ー
ゲ

茶
色
の
も
の
を
見
て
、
府
が
ざ
わ
つ
い
た
。

「
私
が
使

っ
て
い
た
ラ
イ
フ
、ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
す
。
あ

れ
か
ら
ず
っ
と
、
大
事
に
残
し
て
き
ま
し
た
。
明
日

の
慰
霊
祭
に
辛
iu
て
い

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
」

拍
手
が
起

っ
た
。

「こ

こ
で
着
て
み
ろ
」

味
口
氏
は
、
浴
衣
着
の
ま
ま
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

を
首
か
ら
通
し
た
。
左
右
の
止
め
紐
を
も
も
に
結
ん

で
胸
を
は
っ
た
。
初
老
と
は
い
え
、
紅
顧
の
而
影
が

あ
っ
た
。
左
の
胸
に
記
し
た
自
ヘ
ソ
キ
の
「
味
ロ

一

飛
凹
」
は
、
す
で
に
な
か
ば
剖
げ
落
ち
て
い
た
。
背

中
に
は
「
竜
巻
部
隊
」
の
字
が
か
す
れ
て
い
た
。

「
初
め
は
神
雷
部
隊
と
宙
い
て
あ

っ
た
の
で
す
が
r

神
ノ
池
に
残
さ
れ
た
の
で
、
砲
巻
に
変
え
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
i

――十
八
年
ぶ
り
で
や
っ
と
鹿
屋
に
進

出
で
き
て
、

ま
た
神
雷
と
密
き
か
え
て
も
ら
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
」

翌
四
月
八
日
は
、

ぬ
け
る
よ
う
に
行
い
睛
天
で
あ

っ
た
。
慰
霊
塔
の
広
場
に
は
、
春
の
風
が
神
細
の
ほ

う
へ
向
け
て
強
く
吹
い
て
い
た
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
つ
け
た
味

n
氏
は
、
旧
海

軍
生
存
者
席
の
最
前
列
に
牲

っ
た
。
慰
裳
諾
の
丘
に

国
旗
が
あ
り
、
軍
楽
隊
が
「
君
が
代
」
を
吹
奏
し

た
。
鹿
屋
基
地
か
ら
対
洛
哨
戒
槻
の
編
隊
が
風
を
つ

い
て
飛
来
し
、
特
攻
戦
没
者
を
恩
霊
し
た
。
鹿
屋
市
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長
以
下
の
慰
霊
文
朗
読
に
つ
づ
い
て
献
花
、
年
老
い
と
、
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
て
い
た
細
JII
氏
が
つ
ぶ

た
遣
族
が
付
蔀
い
に
支
え
ら
れ
て
進
み
で
る
姿
が
痛
や
い
た
。

ま
し
か
っ
た
。
献
花
の
あ
と
、
儀
使
隊
の
弔
銃
が
と
細
川
氏
が
思
い
つ
い
た
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ど
ろ
い
た
。
旧
海
軍
生
存
者
が
祭
壇
の
前
に
脆
列
し

ッ
ト
姿
の
味
口
氏
を
よ
ん
だ
。

て、

「
同
期
の
桜
」
を
合
唱
し
た
。
白
髪
や
禿
頭
の
「
飛
行
場
に
あ
が
っ
て
い
っ
た
逍
が
残
っ
て
い
る
か

姿
が
め
だ
っ
た
。
私
も
蒋
い
髪
を
風
に
乱
し
な
が
も
し
れ
な
い
。
探
し
て
み
よ
う
。
三
十
八
年
目
の
出

ら
、
精

一
杯
に
歌
っ
た
。
丘
の
上
に
ひ
る
が
え
っ
て
撃
だ
。
内
藤
さ
ん
も
、
報
道
班
員
の
つ
も
り
で
い
ら

い
た
国
旗
が
さ
が
り
、
慰
霊
祭
が
終
る
。
っ
し
ゃ
い
」

登

っ

て

い

っ

た

道

雑

草
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
、
二
人
の
後
を
追
っ

元
神
雷
部
隊
隊
員
は
、
遺
族
の
一
部
と
と
も
に
バ
た
。
だ
ら
だ
ら
の
斜
面
が
崖
に
つ
き
あ
た
る
あ
た
り

ス
を
つ
ら
ね
、
飛
行
楊
の
西
端
、
ッ
ラ
ス
台
地
の
崖
で
、
細
川
氏
が
足
を
と
め
た
。

に
接
し
た
浅
い
盆
地
に
移
っ
た
。
野
里
と
よ
ば
れ
る
「
下
士
官
の
宿
舎
は
、
た
し
か
に
こ
の
辺
だ
っ
た
と

一
帯
で
あ
る
。
崖
は
竹
や
ぷ
や
泄
木
に
お
お
わ
れ
、
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
狸
御
殿
と
よ
ん
で
い
た
古
い

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が
崩
れ
て
、
ジ
ラ
ス
の
白
い
地
肌
が
百
姓
家
で
し
た
」

の
ぞ
い
て
い
る
。
盆
地
に
は
青
い
か
す
み
が
た
だ
よ
正
而
の
船
は
、

一
而
の
竹
や
ぷ
で
あ
っ
た
。
竹
や

い
、
一
而
の
畑
は
レ
ソ
ゲ
の
花
に
う
も
れ
て
い
る
。
ぶ
に
そ
っ
て
す
き
ま
を
探
し
て
い
た
細
川
氏
が
、

当
時
、
こ
の
あ
た
り
に
は
小
さ
な
村
が
あ
り
、
小
「
あ
っ
た
、
あ

っ
た
」

学
校
や
百
姓
家
が
神
雷
部
隊
の
宿
舎
に
あ
て
ら
れ
て
と
、
叫
ん
だ
。

い
た
。

―――
十
八
年
前
の
四
月
八
日
と
言
え
ば
、
沖
縄
竹
や
ぶ
を
か
き
わ
け
る
と
、
け
も
の
珀
の
よ
う
な

、
、
、

辿
攻
の
敵
艦
隊
に
た
い
す
る
組
織
的
特
攻
「
菊
水
作
す
き
ま
が
崖
の
上
に
向
か
っ
て
い
る
。

戦
」
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
あ
る
。
当
時
こ

「
味
口
君
、
み
ん
な
は
こ
こ
を
登

っ
て
い
っ
た
よ」

こ
で
待
機
し
て
い
た
特
攻
隊
員
た
ち
は
、
毎
日
の
よ
の
ど
を
つ
ま
ら
せ
た
細
川
氏
が
、
先
に
立

っ
た
。

う
に
小
学
校
の
校
庭
で
別
杯
を
か
わ
し
た
後
、
飛
行
味
口
氏
が
後
に
つ
つ
い
た
。

場
へ
の
崖
珀
を
の
ぽ
っ
た
ま
ま
二
度
と
還
っ
て
こ
な
私
は
、
し
ば
ら
く
関
を
お
い
て
か
ら
、
落
薬
に
う

か
っ
た
。

ま
っ
た
坂
道
に
足
を
か
け
た
。
落
業
が
沈
む
。
沈
み

そ
の
小
学
校
も
、
百
姓
家
も
、
い
ま
は
な
い
。
戦
き
っ
た
瞬
間
、
特
攻
隊
員
た
ち
が
踏
み
し
め
て
い
っ

後
、
悔
上
自
術
豚
航
空
隊
が
旧
海
軍
基
地
に
開
隊
す
た
固
い
大
地
を
感
じ
た
。
原
稿
を
書
い
て
い
た
と
き

る
に
お
よ
ん
で
、
野
里
の
部
落
は
騒
音
公
害
に
な
や

に
は
銘
え
の
な
い
恐
怖
が
、
胸
を
つ
き
あ
げ
た
。
約

ま
さ
れ
、
や
が
て
全
村
を
あ
げ
て
移
転
し
た
。
小
学
束
さ
れ
た
死
へ
向
か
っ
て
、
こ
の
坂
道
を
自
分
の
足

校
の
校
庭
は
雑
草
に
お
お
わ
れ
、
ま
わ
り
の
畑
と
区
で
登
っ
て
い
っ
た
若
者
た
ち
が
い
る
。
総
毛
立
つ
よ

別
が
つ
か
な
い
。
校
庭
に
あ
っ
た
と
い
う
国
旗
掲
揚
う
な
思
い
を
抑
え
き
れ
な
か
っ
た
。

台
の
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
だ
け
が
、
亙
礫
の
よ
う
に
刹
草
登
り
つ
め
る
と
、
ぽ
っ
か
り
空
が
ひ
ら
い
た
。
飛

の

な

か

に

か

く

れ

て

い

た

。

行

場

の

西

端

で

あ

っ

た

。

百

八

十
度
の
視
野
の
な
か

「
だ
が
、
屎
色
は
昔
の
ま
ま
だ
」

に

、
広
々
と
し
た
甚
地
が
ひ
ろ
が
る
。
味
口
氏
が
両

手
を
腰
に
あ
て
が
い
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
胸
を

そ
ら
せ
て
、
細
川
氏
の
カ
メ
ラ
に
向
い
て
い
た
。

「
肉
藤
さ
ん
、
こ
こ
に
指
抑
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
」

細
川
氏
が
ッ
ャ
ッ
ク
ー
押
し
た
。

「
あ
り
が
た
い
地
形
だ
な
」

と
、
味
口
氏
が
言

っ
た
。

「
前
方
が
下
に
向
か
っ
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
山
の

上
か
ら
飛
び
た
つ
よ
う
だ
。
ど
ん
な
に
ぎ
り
ぎ
り
の

離
陸
を
し
て
も
、
十
分
に
浮
力
が
つ
く
」

対
潜
哨
戒
機
が
一
機
、
頭
上
を
か
す
め
て
飛
び
あ

が
っ
て
い
っ
た
。
味
口
氏
が
う
な
ず
い
た
。
そ
の
顔

は
睛
れ
睛
れ
と
し
て
、
な
ん
の
屈
託
も
な
か
っ
た
。

味
口
氏
の
『
行
動
調
祖
』
は
、
細
川
氏
か
ら
夜
の

解
散
式
に
報
告
さ
れ
た
。

「
味
口
正
明
一
飛
曹
は
、
訓
練
事
故
の
た
め
鹿
屋
進

出
が
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
日
一
五

0
0、
三

十
八
年
目
の
出
撃
を
敢
行
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
の
竜
巻
部
隊
を
神
雷
部
隊
と
宙
き
か
え
る

暇
も
な
く
、
野
里
の
狸
御
殿
跡
か
ら
坂
追
を
駆
け
の

ぼ
り
、
出
撃
の
記
念
撮
影
も
そ
こ
そ
こ
に
、
沖
紺
ヘ

向
け
て
気
分
い
っ。は
い
の
離
陸
を
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
敵
艦
を
捕
捉
す
る
に
ほ
い
た
た
ら

ず
、
武
迎
っ
た
な
く
怖
投
し
て
、
三
十
八
年
目
の
出

繋
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
以
上
の
経
過
は
、
内
藤
報

迎
班
員
も
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
」

座
が
ど
っ
と
沸
い
た
。

「
散
り
急
ぐ
こ
と
は
な
い
ぞ
、
味
旦
飲
め
」

湯
割
り
の
焼
面
が
、
味
口
氏
の
コ
ッ
プ
に
何
艇
も

注
が
れ
た
。

戦
争
は
い
つ
終
る
の
か

ざ
こ
寝
し
た
翌
朝
、
軽
い
＿
一
日
爵
を
残
し
て
目
を

さ
ま
す
と
、
午
前
中
に

一
本
し
か
飛
ば
な
い
四
国
行

の
使
を
早
立
ち
で
つ
か
ま
え
る
は
ず
だ
っ
た
味
口
氏

が
、
闊
で
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
て
い
た
。
大
声
で
呼
び

お
こ
し
た
。
鹿
児
島
湾
の
北
端
に
あ
る
空
迷
ま
で
、

バ
ス
、
フ
ェ
リ
ー
、
バ
ス
と
乗
り
つ
い
で
ゆ
く
の
に

三
時
間
は
優
に
か
か
る
。
あ
わ
て
て
飛
ぴ
お
き
た
味

口
氏
は
、
別
れ
の
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
、
ラ
イ
フ
ジ

十
ケ
ッ

ト
で
ふ
く
ら
ん
だ
旅
行
ヵ
パ
ソ
を
つ
か
ん

で
、
バ
ス
停
に
走
っ
て
い
っ
た
。
フ
ェ
リ
ー
で
鹿
児

島
に
渡
っ
た
後
を
ク
ク
シ
ー
に
す
れ
ば
、
ま
だ
十
分

に
ま
に
あ
う
と
い
う
。
戦
友
た
ち
は
勝
手
な
野
次
を

浴
び
せ
な
が
ら
、
玄
閲
先
で
見
送
っ
た
。

東
京
班
は
、
夕
方
の
便
で
あ
る
。

フ
ェ
リ
ー
で
鹿

児
島
に
渡
り
、
遅
い
昼
食
を
と
っ
た
。
味
口
氏
の
意

外
な
若
々
し
さ
が
話
題
に
な
り
、
細
川
氏
は
「
あ
い

つ
は
三
十
八
年
問
、
成
長
が
止
ま
っ
て
い
た
に
ち
が

い
な
い
」
と
、
結
論
を
下
し
た
。

空
港
に
洛
い
て
か
ら
が
、
大
笑
い
で
あ

っ
た
。
噂

し
た
当
人
が
泣
き
笑
い
の
顧
で
ロ
ビ

ー
を
う
ろ
つ
い

て
い
た
。
ク
ク
ツ

ー
を
飛
ば
し
て
十
分
に
ま
に
あ

っ

た
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
う
か
つ
に
も
出
発
時
刻
の
ほ

ぅ
を
と
り
違
え
て
い
た
と
い
う
。
じ
だ
ん
だ
を
踏
む

味
口
氏
の
限
の
前
で
、
一
日
一
使
の
四
国
行
が
滑
走

路
を
け
っ
て
い

っ
た
。
今
晩
は
空
港
の
ホ
テ
ル
で
泊

る
し
か
な
い
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
ふ
く
ら
ん
だ

旅
行
ヵ
パ
ゾ
が
重
そ
う
で
あ

っ
た
。

く
や
し
そ
う
に
見
送
る
味
口
氏
を
後
に
し
て
、
私

た
ち
の
飛
行
機
は
日
暮
れ
の
空
に
飛
ぴ
あ
が
っ
て
い

っ
た
。
快
い
疲
れ
に
身
を
授
し
な
が
ら
、
私
は
、
鹿

屋
の
飛
行
場
に
立
つ
味
口
氏
の
姿
を
目
の
奥
で
反
栂

し
て
い
た
。
ス
チ
ュ
ワ

ー
デ
ス
が
お
し
ぽ
り
を
も
っ

て
く
る
。
隣
の
林
氏
が

つ
ぷ
や
く
よ
う
に
百
っ
た
。

「
私
は
何
人
も
の
祁
下
を
指
名
し
、
見
送
っ
た
。
み

ん
な
美
し
い
願
で
飛
ん
で
い
っ
た
。
そ

の

鹿

に

私

は
、
自
分
が
あ
の
よ
う
に
美
し
い
額
で
ゆ
け
る
か
ど

う
か
、
ま
る
で
自
信
が
な
か
っ
た
」

ヽ

林
氏
は
、
顔
を
ふ
い
た
お
し
ぽ
り
を
て
い
ね
い
に
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約
た
た
み
な
が
ら
つ
づ
け
た
。

「
と
こ
ろ
が
、
戦
後
に
な
っ
て
、
私
は
同
じ
夢
を
何

度
も
見
は
じ
め
ま
し
た
。
五
百
キ
ロ
煤
弾
を
抱
い
た

戦
闘
機
で
出
撃
し
て
ゆ
く
自
分
の
夢
で
す
。
そ
の
頻

は
と
て
も
美
し
い
。
気
分
も
す
み
き
っ
て
い
る
。
乗

機
が
浮
く
。
滑
走
路
が
走
る
。
が
、
い
つ
も
夢
は
そ

こ
で
必
ず
目
を
さ
ま
す
の
で
す
」

私
は
、
生
き
残
っ
た
特
攻
隊
員
の
気
持
が
な
ん
と

な
く
分
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
彼
ら
は
た
え
ず
死
者

の
世
界
の

一
歩
手
前
で
、
そ
れ
を
自
分
の
も
の
と
し

て
擬
視
し
て
い
た
。
そ
の
凄
絶
な
記
憶
は
、
戦
争
が

終
っ
て
も
容
易
に
ふ
り
き
れ
な
い
。

'

「
み
な
さ
ん
の
戦
争
は
、
み
な
さ
ん
が
死
ん
で
初

め
て
終
る
の
で
し
ょ
う
か
」

と
、
私
は
言
お
う
と
し
て
、

言
葉
を
飲
ん
だ
。

言
葉
は
空
し
い
。
特
攻
に
つ
い
て
は
、
批
評
家
で

し
か
あ
り
得
な
い
自
分
を
意
識
し
た
。
飛
行
場
の
味

ロ
氏
の
姿
が
林
氏
の
言
薬
と
か
さ
な
っ
て
、
ま
た
浮
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か
ん
だ
C

味
口
氏
の
す
ぐ
む
こ
う
に
、
死
者
の
空
間

が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

ー
帰
京
し
て
ま
も
な
く
、
細
川
氏
か
ら
厚
い
封
書

が
と
ど
い
た
。

「
内
藤
さ
ん
に
も
見
せ
て
あ
げ
て
下

さ
い
」
と
注
記
し
た
味
口
氏
の
手
紙
が
入

っ
て
い

た
。
日
付
は
四
国
に
帰
っ
た
翌
日
、

「
四
月
十
一
日

午
前
四
時
十
分
」
と
あ
る
。

・・・・
・・
ま
た
ま
た
残
留
の
や
り
直
し
を
し
て
し
ま
い

i

る
た
め
の
「
明
白
な
迎
命
」
と
い
う
社
会
通
念
に
な

i

っ
て
い
た
事
実
だ
。
第
二
の
重
要
な
点
は
、
人
は
い

i

．
つ
で
も
死
ね
る
心
樅
え
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す

一

る
偏
学
の
教
え
と
、
「
至
誠
」
に
価
値
を
屁
く
サ
ム

一

ラ
イ
精
神
に
結
び
つ
け
、
勇
気
を
も
っ
て
死
に
向
か

一

ぅ
英
雄
行
為
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
だ
。

~

一
方
、
自
殺
に
つ
い
て
も
＿
弱
さ
の
現
れ
と
見
る

~

我
々
西
欧
人
と
異
な
り
、
日
本
人
は
、一
定
の
状
況

下
で
は
自
殺
こ
そ
唯

一
の
名
営
あ
る
行
動
と
考
え
て

第
二
次
大
戦
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
兵
器
を
生
ん
だ
き
た
。
服
扉
を
受
け
る
よ
り
死
を
選
ぷ
の
は
当
然
と

が
、
従
来
の
戦
争
の
観
念
を
破
っ
た
極
め
て
特
異
な
見
な
さ
れ
、
敗
北
が
相
次
い
だ
大
戦
末
期
と
な
る

戦
法
と
し
て
、
日
本
の
11

カ
ミ
カ
ゼ
＂
攻
撃
が
あ
げ
と
、
カ
ミ
カ
ゼ
攻
塾
は
何
ら
特
殊
な
戦
法
で
は
な
く

ま
し
た
ね
。

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ソ

ト
で
キ
ー
を
受
け
取
り
、
七
階
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
飛
行
機
ご
と
敵
艦
な
る
。
地
上
戦
で
も
自
殺
的
な
パ

ソ
ザ
イ
突
撃
が
一

の
自
室
へ
入
っ
た
と
た
ん
、
窓
の
カ

ー
テ
ソ
を
あ
け
に
体
当
た
り
す
る
と
い
う
こ
の
戦
法
が
、
他
の
国
に
般
化
し
、
民
間
人
さ
え
敵
の
軍
門
に
く
だ
る
こ
と
を

て
明
る
い
外
の
光
が
室
い
っ
。
は
い
に
な
る
の
と

一
緒
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
決
死
的
攻
撃
と
違
う
の
は
、

潔
し
と
せ
ず
、
集
団
自
決
を
遂
げ
た
の
て
あ
る
。

に
、
東
亜
国
内
航
空
の
マ
ー

ク
を
つ
け
た
ジ
ェ

ッ
ト

そ
れ
が
日
本
軍
に
よ
っ
て
長
期
に
わ
た
っ
て
、
採
用
出
撃
を
決
意
す
る
動
機
も
結
局
の
と
こ
ろ
、
現
実

さ

れ

た

と

い

う

点

で

あ

る

。

に

自

分

の

家

族

の

命

が

連

合

軍

に

よ

っ

て

危

う
く
さ

我
々
西
欧
人
は
こ
れ
ま
で
、
カ
ミ
カ
ゼ
攻
製
を
、
れ
て
い
る
と
い
う
京
実
だ
。
彼
ら
の
悲
し
み
と
い
え

機
が
滑
走
路
を
ゆ
る
ゆ
る
移
動
し
て
ゆ
く
の
が
見
え

ま
し
た
。
こ
れ
は
五
番
ゲ
ー
ト
の
東
京
行
の
便
だ
こ
の
時
期
だ
け
に
現
れ
た
狂
侶
的
な
異
常
現
象
と
考
ば
、
自
ら
の
死
よ
り
も
、
彼
ら
を
失
う
家
族
を
思
っ

と
、
す
ぐ
判
り
ま
し
た
。

え

て
き
た
。
し
か
し
、
特
攻
が
生
ま
れ
た
背
娯
、
さ
て
の
も
の
だ
っ
た
。

ら
に
日
本
の
梢
神
文
化
そ
の
も
の
を
検
証
し
て
い

v
米
欧
連
合
国
側
に
も
、
一
部
で
は
あ
れ
、
「
信
ず
る

、、

や
が
て
北
に
機
首
を
向
け
か
え
た
そ
の
機
が

一
段

と
、
そ
う
い
っ
た
印
象
が
間
違
い
ヵ
せ
い
ぜ
い
半
も
の
の
た
め
に
命
を
さ
さ
げ
る
こ
と
こ
そ
勇
気
で
は

面
の
真
実
し
か
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
い
か
」
と
い
っ
た
カ
ミ
カ
ゼ
再
評
価
が
出
て
き
た

と
爆
音
を
轟
か
せ
て
離
陸
滑
走
に
移
り
、
青
い
芝
生

大
戦
当
時
、
，
優
秀
な
陸
軍
と
、
世
界
で
も
最
大
の
こ
と
だ
。
さ
ら
に
西
欧
の
匪
史
家
た
ち
は
、
カ

・`、カ

に
描
か
れ
た
白
い
K
A
G
O
S
H
I
M
A
の
文
字
ま

で
こ
な
い
う
ち
に
ふ
わ
り
と
浮
き
、
上
昇
し
ま
す
。
海
軍
を
有
し
て
い
な
が
ら
、
日
本
の
戦
略
の
バ
ッ
ク
ゼ
特
攻
精
神
と
、
フ
ラ
ソ
ス
軍
の

「
エ
ラ
ー
ソ
」
（
気

上
空
を

一
周
し
て
名
残
り
を
惜
し
む
よ
う
に
バ
ソ
ク
ボ

ー
ソ
を
な
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
「
こ
の
武
器
ょ

力
）
に
相
似
性
を
見
い
だ
し
、
西
欧
に
も
似
た
よ
う

よ
う
り
精
神
」
と
い
う
理
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
軍
側
な
文
化
的
伝
統
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
た
め
、

も
、
伝
統
的
な
精
神
主
義
を
利
用
し
た
。

カ
・`、
カ
ゼ
に
対
す
る
当
初
の
拒
絶
反
応
は
後
退
し
、

を
右
に
と
っ
て
r

ク
ー
ミ
ナ
ル
を
の
ぞ
き
こ
む

特
攻
を
生
ん
だ
要
素
と
し
て
武
士
道
の
伝
統
も
あ
日
本
で
も
、
わ
が
国
で
も
、
理
解
が
深
ま
っ
て
い

な
姿
勢
で
も
う
一
度
接
近
し
て
く
る
。
そ
し
て
ホ
テ

ル
の
上
を
通
過
し
て
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

げ

ら
れ
る
。
生
き
残
っ
た
あ
る
特
攻
隊
員
は
、
当
時
る
。

け
っ
き
ょ
く
、
た
ま
た
ま
細
川
さ
ん
の
機
を
下
を
回
想
し
て
「
闘
わ
ず
し
て
降
伏
す
る
な
ど
論
外
だ
特
攻
は
、
絶
望
的
な
状
況
に
お
い
て
、
日
本
の
精

っ
た
。
矢
尽
き
、
刀
折
れ
る
ま
で
闘
う
の
が
武
士
道
神
文
化
と
伝
統
が
行
き
つ
い
た
帰
結
で
あ
る
。
し
か

し
、
「
パ
イ
ロ

ッ
ト
た
ち
は
、
愛
す
る
者
を
守
ろ
う

か
ら
見
送
る
は
め
に
な
り
ま
し
た
。
今
度
は
神
ノ

だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

実
際
、
圧
力
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
特
攻
は
志
願
制
と
し
た
ご
く
普
通
の
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と

池
の
病
室
の
窓
か
ら
で
は
な
く
て
、
讃
洒
な
鹿
児

島
空
港
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
で
す
。
よ
く
よ
く
、
め
を
と
っ
て
お
り
、
櫛
が
っ
て
泣
き
叫
ぷ
隊
員
が
無
理
い
う
言
葉
が
特
攻
隊
員
の
姿
を
最
も
よ
く
表
し
て
い

ぐ
り
合
わ
せ
が
出
撃
を
見
送
る
よ
う
に
な
っ
て
い
や
り
操
縦
席
に
押
し
込
め
ら
れ
た
、
と
い
っ
た
話
は
る
。

る
も
の
と
見
え
ま
す
：．．
．．。

聞

か

な

い

。

そ

れ

が

事

実

上

の

強

制

で

も

、

出

撃

命

令
を
拒
否
し
た
。
ハ
イ
ロ
ッ

ト
も

部

隊

も

な

か

っ

た

の

特

攻
隊
慰
霊
顕
彰
会
寄
付
者
芳
名

で

あ

る

。

三

菱

重

工

総

殿

、

瀬

島

龍

一二
様
の
各
50
万
円
を
始

細
川
氏
の
蔀
え
書
き
に
は
、
「
―
―
―
十
八
年
目
の
出

撃
、
や
は
り
成
ら
ず
」
と
記
し
て
あ
っ
た
。

こ
の
特
攻
隊
の
11

毅
務
感
“
を
理
解
す

る
う
え
め
多
数
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申

で
、
第

一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ア
ジ
し
上
げ
ま
す
。
ご
芳
名
は
更
に
募
金
が
進
ん
だ
時
点

ア
を
西
欧
の
支
配
か
ら
解
放
、
平
等
社
会
を
建
設
す
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ハ
イ

ア

ッ
ト

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
四
年

ア
ー
ウ
ィ
ン

•
T
.

カ
ミ
カ
ゼ
の
神
話



御

楯

わ

れ

顧

み

は

せ

じ

武

夫

の

朋
日
を
持
ま
ぬ
玉
の
緒
が
哲
し
霧
営
の
草
枕

て

月
に
結
べ
ば
光
り
映
え
て
鉄
の
兜
ほ
つ
ゆ
し
と
ど

頃
し
も
昭
和
二
十

年

俄

か

に

戦

雲

急

を

告

げ

昨
日
北

洋

の

霧

深

き

孤

島

に

玉
砕
を
報
ず
れ
ば

も
C

今
日
は
南
海
の
密
林
に
思
い
設
け
ぬ
敵
の
か
げ

は
や

贖
ち
て
し
止
ま
ん
益
良
夫
の
心
は
矢
竹
に
逸
れ
ど
も

怒
濡
の
如
く
打
ち
寄
す
る
彼
の
物
盈
を
い
か
に
せ
ん

奇
略
の
道
も
何
か
あ
ら
む
由
々
し
き
悲
報
相
つ
ぎ
て

我
が
一
億
の
国
民
ほ
深
憂
こ
こ
に
窮
ま
る
か

げ実
に
天
祐
な
き
を
恨
み
け
り

常

な

ら

ば

春

の

弥

生

の

さ

く

ら

哉

ま
で

瞑
と
紛
う
山
に
野
に
募
り
募
り
て
吹
く
風
ほ

希
望
に
ふ
く
る
る
若
き
木
の
夢
の
奮
を
吹
き
ち
ぎ
る

勝
ち
て
嬌
り
し
敵
艦
隊
は
無
比
の
戦
力
を
誇
り
つ
つ

南
西
の
海
に
寄
せ
に
け
り
さ
わ
れ
特
別
攻
撃
隊
は

時
こ
そ
来
た
れ
い
ざ
征
か
ん
日
頃
鍛
い
に
鍛
え
た
る

わ
ざ

入
神
の
技
を
試
み
ん
こ
の
身
愛
機
と
諸
共
に

敵

朦

脈

を

葬

り

て

祖

固

の

危

急

を

救

は

ん
と

皆

一
様
に
暫
え
立
つ

神
あ
ら
ば

神

み

そ

な

は

せ

純

忠

の

身
を
神
風
に
来
せ
果
て
む
目
指
す
ほ
那
覇
よ
八
重
山

よ
征
え
て
還
ら
ぬ
悲
壮
さ
に
地
祇
は
怒
り
て
火
の
国

サ

む

り

せ

営

よ

う

の
阿
蘇
鳴
動
す
そ
の
憤
煙
夕
陽
に
燃
え
て
茜
す
る

と

桜
島
山
劣
ら
じ
と
星
を
も
熔
か
さ
ん
夜
の
空

へ

ご
う
お
ん

よ
く

今
轟
音
を
見
守
れ
ば
は
や
旋
回
の
翼
を
振
り

嗚
呼
空
煙
に
入
り
に
け
り
。た
ど

か

な

を

幾

島

か

げ

辿

れ

や

可

愛

し

友

の

雄

が

日
祖
国
の
勝
利
を
信
じ
つ
つ
天
駈
り
征
き
し
そ
の
か
み

23

の
浄
き
心
を
知
る
や
白
雲

在
り
経
つ
つ
語
り
つ
く
せ
ぬ
神
技
の

月

，
 

年

君

の

煎

を

誰

が

伝

え

む

59

な

す

な

く

て

如

船

こ

こ

に

二

十

年

神
の
み
た
ま
を
祀
ら
ん
と
集
う
て
来
れ
ば
在
り
し
日

和昭
P

の
そ
の
「
悌
」
は
さ
な
が
ら
に
我
に
も
の
云
ぅ
如
く
に

特 攻 （第2号） (6) 

（
少
候
24
期
）

，
 
山

田

晃

作

ポ
務
局
長
最
上
貞
堆

標
題
の
両
会
に
つ
い
て
大
変
ま
ぎ
ら
わ
し
く
、
誤

解
を
さ
れ
る
向
き
も
耳
に
い
た
し
ま
す
の
で
、
簡
単

に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特

攻

平

和

観

音

奉

賛

会

こ
れ
は
世
田
谷
山
観
音

寺
内
の
特
攻
平
和
観
音
棠
に
奉
安
さ
れ
て
お
仇
ま

す
特
攻
平
和
馘
音
の
奉
賛
会
で
す
。

毎
年
九
月
の
秋
分
の
日
に
年
次
法
要
、

毎
月
十
八

日
に
月
例
法
要
が
各
々
午
後
一

一時
よ
り
取
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
等
法
要
を
立
派
に
末
永
く
、

お
祀
り
出
来
ま
す
よ
う
、
奉
仕
協
力
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
す
。

年

会

費

ー

ロ

一

、

0
0
0円

終
身
会
貿

一
ロ

一
0
、

0
0
0円

郵
便
振
替
口
座
名

特
攻
乎
和
観
音
奉
焚
会

口
座
番
号

東
京

一
ー
四
一
七
六
六

特
攻
隊
慰
霊
顕
彰
会

こ
れ
は
特
攻
隊
烈
士
の
英

盆
の
慰
竪
と
、
そ
の
偉
績
を
顕
彰
し
、
壮
烈
極
ま

る
楽
高
な
そ
の
殉
国
精
神
を
末
永
く
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
市
業
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
特
攻
隊
顕
彰
施
設
を
靖
国
神
社
に
奉
納
。

二
、
特
攻
隊
に
関
す
る
各
稲
資
料
（
写
頁
、
遺

書
、
逍
品
其
の
他
）
の
収
集
賂
備
。

三
、
靖
国
神
社
に
於
て
特
攻
隊
慰
霊
祭
を
行
う

他、

各
地
の
慰
霊
顕
彰
行
ボ
ヘ
の
協
力
。

以
上
の
事
業
の
為
、
募
金
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

個
人
会
員

一
口

五

、

0
0
0円
以
上

法
人
会
員

一
口

五

0
、

0
0
0円
以
上

郵

便

振

替

口

座

名

特

攻

隊

慰

霊

顕

彰

会

ロ
座
番
号

束
京
四
ー
五
九
五
八

0

従
っ
て
両
会
の
会
長
始
め
役
員
、
世
話
人
等
は
原
則

的
に
は

二
身
一
体
と
な
っ
て
、
お
枇
話
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

何
卒
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
お
汲
取
り
い
た
だ
き
、

両
会
に
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
if

ま
す
。 特

攻
平
和
観
音
奉
賛
会
と

特
攻
隊
慰
霊
顕
彰
会
に
つ
い
て

茸借対照表

特攻隊慰霊顕彰会

特攻隊慰毎顕彰会

科 目 I金 額 I科 目 I 金額
I ヽ 円 Fl 

＇ 展
資産の部 負信の部

金 145,629 未 払 金 297, 30( 

，普通預金 773,748 （定例会費用分）

：（三菱市ケ谷） (735,623) 
計 (2-97,300) i 

、（一勧四ツ谷） (30,979) 
I 

'（富士市ケ谷） (7,146) 正味財産の部

定期預金 10,577,114 前期繰越残高 6,524, 72( 

（三菱市ケ谷） (4,000,000) 当期収支差額 4,768,66~ 

: （一勧四ツ谷） (6,577,114) 
次期練越残高 11,293, 38~ 

， 郵便振替 94,191 

（東京4-59580)

計 ,(11, 590,682) 

ノ口 計 I11, 590, 682 ノロ 計 I11,590,882 

以上のとおり報告します。

昭和59年8月30日
特攻隊慰盤顕彰会

昭和59年 3月31日

収支計算書

自昭和5酔F4月1日

至昭和59年3月31日

特
別
攻
撃
隊
讃
歌
「
悌
」

て
唯
涙
す
る
計
り
な
り

唯涙する計りなり。

科 目 金 額

収入の部 円 円

1. 募集基金収入 5,789,500 

2. 定例会費収入 2,023,000 

（寄附金含む）

3. 月例会費収入 197,000 

4. 受取 利 息 130,028 

5. 雑 収 入 3,000 

収入の部合計 (8,142,528) 

支出の部

1. 券集基金費用 713,890 

2. 定例会費用 2,397,471 

3. 月例会喪用 200,485 

4. 振替手数料 32,020 

5. 嬰 弔 費 30, ooo I 
支出の部合計 (3,373,866) 

当期収支差額 4,768,662 

前期繰越残高 6,524,720 

次期繰趣残高 (11,293,382) 

注 定例会とは靖国神社での慰霊祭

月例会とは平素の理事会のこ とを言います。


